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大
変
残
念
な
こ
と
だ
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
が
相
次
ぎ
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

▽
車
は
便
利
・
快
適
な
道
具
で
あ
る
と
共
に
、

人
命
を
奪
い
取
る
粗
暴
な
凶
器
に
も
な
り
得
る
。

免
許
を
持
つ
身
で
あ
れ
ば
誰
も
が
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
時
に
緊
張
感
を
欠
き
、
時
に
操

作
を
誤
る
。
▽
特
に
年
齢
を
重
ね
る
と
、
視
力
・

反
射
神
経
・
判
断
力
等
々
運
転
に
必
要
な
能
力

が
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
運
転
中
に

体
調
に
異
変
を
き
た
す
可
能
性
も
増
す
。
事
実
、

全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
が
減
る
一
方
で
、

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事

故
は
増
え
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
こ
の

傾
向
は
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
▽

な
ら
ば
免
許
返
納
と
な
る
の
だ
が
、
買
い
物
や

通
院
・
仕
事
・
・
・
公
共
交
通
機
関
が
限
ら
れ

る
地
方
、
特
に
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
北
国
に
お

い
て
、車
は
必
需
品
で
あ
り
、生
活
を
支
え
る
足
。

自
ら
運
転
を
辞
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

▽
検
討
が
始
ま
っ
た
新
し
い
免
許
制
度
や
安
全

装
置
の
一
層
の
進
化
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
し
か
し
最
後
は
周
囲
を
含
め
た

冷
静
な
決
断
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
▽
そ
し

て
何
よ
り
肝
要
な
こ
と
は
、
年
代
を
問
わ
ず
一

人
ひ
と
り
が
気
を
引
き
締
め
、
慎
重
安
全
な
運

転
に
徹
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
以
上
痛
ま
し
い
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
。
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こ
の
度
ご
縁

が
あ
り
ま
し

て
、
四
月
よ
り

太
平
山
三
吉

神
社
に
奉
職
い
た
し
ま
し
た
、
内
海

磨
弥
と
申
し
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
神
職
と

し
て
神
社
に
お
仕
え
す
る
こ
と
に
な

り
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
神
社
の
出
身
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
秋
田
に
来
る
前
は
ご
く
普
通

の
一
般
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
実
家
は
千
葉
県
に
あ
り
、
千
葉

市
内
に
あ
り
ま
し
た
が
「
こ
の
虫
は

カ
ミ
サ
マ
だ
か
ら
殺
し
て
は
い
け
な

い
」「
こ
の
土
地
は
昔
、
こ
う
だ
っ

た
か
ら
こ
こ
に
構
え
た
店
は
長
く
続

か
な
い
」
な
ど
妙
な
と
こ
ろ
で
民
俗

的
な
噂
や
信
仰
が
残
っ
て
い
た
地
域

で
し
た
。
そ
の
こ
と
も
影
響
し
て
か
、

神
話
や
伝
承
の
類
に
興
味
を
持
ち
、

古
事
記
に
惹
か
れ
て
神
道
の
世
界
を

志
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

秋
田
に
来
た
の
は
三
月
の
末
で
し

た
。
実
家
を
離
れ
た
と
き
は
早
朝
で

十
五
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
秋
田
空

港
を
降
り
た
と
き
は
マ
イ
ナ
ス
二

度
、
横
な
ぐ
り
の
よ
う
な
雪
が
降
っ

て
い
る
こ
と
に
ま
ず
驚
き
ま
し
た
。

空
港
か
ら
秋
田
駅
に
向
か
う
バ
ス
の

中
で
、
本
格
的
な
冬
を
思
い
描
き
恐

ろ
し
く
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

私
は
神
職
と
し
て
経
験
も
浅
く
人

格
的
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
秋
田
で
の
生
活
も
初

め
て
で
あ
り
、
様
々
な
場
面
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
未
熟
な
が
ら
も
全
力
で
頑
張
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

言
挙
げ
�

奉
職
の
抱
負

出
　
仕
　
内
　
海
　
磨
　
弥

○
日
　
時
　
六
月
三
十
日
㈰
　
午
後
三
時
（
里
宮
）

　

こ
の
半
年
の
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
の
身
に
積
も
っ
た
罪
穢

れ
や
災
い
を
、
形
代
（
か
た
し
ろ
）
や
切
麻
（
き
り
ぬ
さ
）、
ま
た
茅
の
輪
で

祓
い
清
め
、
夏
の
邪
気
を
祓
い
、
残
る
半
年
を
心
身
と
も
に
清
々
し
く
過
ご

す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

是
非
、
ご
家
族
皆
さ
ま
お
揃
い
で
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
せ
。

《
形
代
で
の
お
祓
い
の
し
か
た
》

一
、
形
代
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
家
族
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
お
書
き
下
さ
い
。

二
、
形
代
で
全
身
を
撫
で
て
祓
い
清
め
ま
す
。
特
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

具
合
の
悪
い
所
を
入
念
に
お
祓
い
下
さ
い
。

三
、
次
に
形
代
を
両
手
で
持
ち
、
思
い
を
こ
め
て
大
き
く
三
度
息
を
吹
き

か
け
て
下
さ
い
。

●
以
上
の
お
祓
い
を
行
っ
た
後
、
ご
家
族
の
分
を
ま

と
め
て
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。

●
形
代
は
神
社
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要

数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

尚
、
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
事
前
に
ご
持
参
又

は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
神
事
ご
奉
仕
の
上
、
ご
神
符
を

お
送
り
致
し
ま
す
。

夏
越
の
大
祓
式
の
ご
案
内

水
無
月
の

な
ご
し
の
祓
す
る
人
は

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り

茅
の
輪
神
事

六
月
三
十
日
（
日
）

午
後
三
時
斎
行
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・奥宮・山小屋開所	 6月	1日（土）～9月29日（日）
・太平山山開き（開山祭）	 7月17日（水）御神体を山頂へお遷しします
・第９回山ガール登山	 7月27日（土）～28日（日）（１泊２日）
・第61回太平山登ろう会	 8月31日（土）～9月	1日（日）（１泊２日）
・閉山祭	 9月17日（火）御神体を里宮へ遷御
※各種登山会の詳細等は、お気軽に神社にお尋ね下さい

　本年の物資空輸作業を6月2日に完了しました。霊峰≪太平山≫では、本年も９月末まで奥宮並びに山小屋を開所し、
神職関係者が常駐いたします。ご地元や崇敬者の皆さまのご登拝をお待ちいたしております。

令和元年  太平山 諸行事のご案内

奉
納
ご
芳
名

一
、
高
額
ご
芳
志

　
　
金
子
産
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　

中
村
　
善
典 

様

二
、 

東
参
道
鳥
居
注
連
縄

 

匿
　
名 

様

日　　時　令和元年７月６日㈯
　　　　　午前９時開始（随時解散）
　　　　　【荒天の場合は７月７日㈰に順延】
場　　所　太平山三吉神社境内周辺
主　　催　太平山写生会実行委員会
後　　援　太平山三吉神社総本宮

協賛予定　 秋田魁新報社　秋田中央郵便局
東日本電信電話㈱秋田支店　秋田銀行広面支店
北都銀行秋田東支店　秋田信用金庫広面支店
秋田県信用組合東支店　株式会社マルシン
一ノ関時計店　花のヤマト　株式会社ぺんてる
㈲木曽塗装　汎山書道教室（順不同）
参加対象　幼児、小・中学生、保護者
参加申込　当日集合場所で受付
写生対象　 太平山及び神社建物、境内からの

風景など
様　　式　水彩、クレヨン、パステルなど自由
審　　査　市内小・中学校の先生
展示予定　 秋田中央郵便局　秋田銀行広面支店

秋田県信用組合東支店 
北都銀行秋田東支店 
秋田信用金庫広面支店

表　彰　式　8月18日（日）午前9時
　　　　　於：太平山三吉神社齋館
　　　　　入賞者に賞状と副賞を授与

第34回 太平山写生会
秋田のシンボル太平山をかこう!!

７月６日（土）　午前 9：00
太平山三吉神社境内周辺集合
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第9回 初心者
大歓迎

　今年で第9回目を迎える女性限定の登山会。秋田市のシン
ボル霊峰太平山に登り、山頂で1泊します。お天気に恵まれ
るとご来光や満天の星空を見ることができます。登山未経験
の方、初心者の方、1人でのご参加も大歓迎です（山岳ガイ
ド同行）。また夕食後毎年恒例の懇親会も行う予定です。是
非この機会にご参加下さい。

【期　日】 令和元年７月27日（土）～ 28日（日）（1泊2日）
【集　合】 午前９時　里宮
【対　象】 健康な方（20代～ 40代の女性限定）で、体力がある方
【参加費】 7,000円（宿泊・食事代、初穂料、保険料、写真代等を含みます）
　　　　　 　※山道の運転に自信のない方は、神社の車にて登山口へ向かいます。

【申込み】 電話・ＦＡＸ・メール等。７月22日締切り（定員17名）。担当：和田・内海

第8回

途中御手洗にて昼食・休憩→山頂着15:30頃　　　　　　　ザ･ブーン着12:00頃　（お風呂・昼食後解散）

※ご不明な点（荷物・服装など）に関しましては、担当和田迄ご連絡ください。

1 日目 2日目

『山ガール登山』のご案内

第61回

　太平山頂上奥宮に参拝し、山小屋に１泊いた

します。夕陽や星空、ご来光など宿泊しなけれ

ば見れないものがたくさんあります。

　神社関係者が同行案内しますので、初心者の

方、おひとりでのご参加でも安心です。

　是非奮ってご参加下さい。

記

・期　日　８月31日㈯～９月１日㈰（1泊2日）

・集　合　 午前10時45分（早めの昼食後・神社集合）　里宮

・参加費　 9,000円（宿泊・交通費・保険料・初穂料・食事代・記念写真代等一切を含みます）

・申込み　10日前までに係（今野・小池）までお申込み下さい。（定員20名）

・登山路　旭又（仁別）コース往復（時間はあくまでも目安）

『太平山に登ろう会』のご案内

昨年の登ろう会
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みよしスケッチ
荷
上
げ
（
六
月
一
日
）

春
季
例
大
祭
（
五
月
七
日
・
八
日
）

食
と
芸
能
大
祭
典
（
五
月
二
十
六
日
）

境
内
作
業
（
五
月
十
一
日
）

札
幌
三
吉
神
社
例
大
祭
（
五
月
十
五
日
）

奥
宮
視
察
（
五
月
十
七
日
）



令和元年６月17日 み　よ　し 163号 （6）

令和
元年

開
　
山
　
祭

新
し
い
御
代
を
迎
え
て
最
初
の
開
山
祭
を
左
記
に
よ

り
斎
行
い
た
し
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
に
神
人
奉
仕
、

ま
た
祭
典
へ
の
ご
参
列
賜
わ
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
日
　
時
　
　
七
月
十
七
日（
水
）　
午
前
十
時

　
　
於
　
　
　
里
宮
拝
殿

　

こ
の
祭
儀
は
古
式
に
則
り
、里
宮
で
の
神
事
の
後
、神
人

奉
仕
の
方
々
に
よ
り
御
神
体
を
太
平
山
山
頂
の
奥
宮
に
お

遷
し
申
し
上
げ
ま
す
。（
往
路
・
野
田
口
、後
路
・
旭
又
口
）

○
ご
参
列
の
方
は
、
七
月
十
日
ま
で
に
係　

原
田
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

○
神
人
奉
仕
・
斉
館
宿

泊
希
望
の
方
、
神
人

と
同
行
せ
ず
別
途
登

拝
予
定
の
方
は
、
必

ず
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○ 

神
人
奉
仕
者
は
斎
戒

沐
浴
を
厳
守
下
さ
い
。

新年を清々しく迎えるために、境内建物のすす
を払う恒例行事

１年の罪・穢れを祓い清め、心新たに新年
を迎えるための神事

新年に頒布するお札・お守りをお祓いする神事

　五穀の収穫に感謝する祭事

　近隣の社寺・史跡を廻り、健康増進を図ります

12月13日（金）

12月中旬

12月31日（火）

午前10時

午後２時

煤　　払　　い　　式

神符守札遷霊清祓式

師　走　の　大　祓　式

10月１日（火）
午前10時 印　章　供　養　祭 　感謝を込めて印鑑を供養するお祭

午後１時 人　形　感　謝　祭 　愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
　（人形は９月20日よりお預かりします）

10月16日（水） 午後６時 秋季例大祭宵宮祭 　神様の御加護と自然の恵みに感謝する例大祭
　県内外からの多くの参詣者で賑わいます10月17日（木） 午前11時 秋季例大祭当日祭

11月23日（土）

10月20日（日）

午前９時

午前8時30分

新　　　嘗　　　祭

歩　　こ　　う　　会

※毎月８日・17 日は月次祭（午前 10 時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

令和元年　下半期主な神事予定（山関係は3頁参照）

秋季例大祭 煤払い式 師走の大祓式


